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現在 将来

石垣市企画部スポーツ交流課
TEL:0980-88-6666

問合せ先・電話番号

 石垣島スポーツコミッションを中心とした幅広い官民連携組織
⇒ 自治体と8団体で構成しており官民が多方面で協力できる。

 充実したスポーツ資源、観光資源
⇒ 市民の方々からプロチームまで利用可能なスポーツ施設。スポーツDXを活用した環境整備。

計画期間：～令和 7 年 3 月 31 日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

 本市の若いアルバイトの働き手不足という地域課題を解決するために合宿で来島した学生にアルバイトと合宿の両立が可能な点
をPRし合宿誘致を行い、アルバイトの働き手不足解消と来島する競技者にとっては活動資金確保等の活動支援を目標とする。

 合宿の様子をスポーツDXを活用し映像化することで、映像を活用した練習や保護者の見守り等スポーツ環境の充実を通じスポー
ツ合宿地としてのブランディングを強化する。

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜PRポイント＞

＜現状・課題＞

スポまち！表彰2024
⑲沖縄県石垣市

 合宿･キャンプで来島する高校・大学のスポーツチーム・サークル等をターゲットに『アルバイト×合宿』の新たな合宿誘致を行う。
具体的には午前はアルバイト、午後は練習というようなアルバイトと合宿を両立できる合宿メニューを新たに提供する。両立可能な
合宿メニューとなるよう、石垣島スポーツコミッションが中心となり官民連携し、受入態勢を構築する。

 また映像を活用した指導や保護者の見守りが可能な充実したスポーツ環境を
スポーツDXの活用により提供することで魅力ある合宿メニューを下支えする。

 これによりアルバイトの働き手不足という地域課題解決に繋がる。
 更に競技者は合宿費の軽減や今後の活動費確保にも繋げる。

 将来的には本取組を通して、石垣島での仕事や生活を体験により、
第二の故郷と感じてもらい、移住や定住を図り若い世代による人口増加、地域活性化を目指す。

 本市では高等教育機関が無いことから、20歳前後のアルバイトとしての働き手が極端に少なく、各産業においてアルバイトの働き手
の確保に大変苦慮している。

 また、多くの高校、大学をはじめスポーツチームが合宿やキャンプを受け入れているが、近年、渡航費用や宿泊費の高騰で合宿地と
して検討しているチーム・団体の懸念材料となっており、支援策の検討が課題。

＜総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

『アルバイト×合宿×スポーツDX＝無限大∞』
 ～ スポーツ合宿を通じた産業を支える働き手の確保・地域交流を通じた関係人口の拡大【石垣島を第二の故郷に】 ～

【事務局】
･石垣市スポーツ交流課
･地域おこし協力隊

・石垣市商工会
・石垣市観光交流協会
・八重山ﾋﾞｼﾞﾀｰｽﾞﾋﾞｭｰﾛｰ

・石垣市体育協会
・八重山郡ｽﾎﾟｰﾂ協会
・石垣市ｽﾎﾟｰﾂ推進委員
・石垣島ｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ
・石垣市身体障がい者
  団体協議会

官民が一体となりスポーツと
地域資源を掛け合わせた新たな
取り組みを創出。

石垣島スポーツコミッション

財源 ・地方スポーツ振興費補助金
・石垣市まちづくり支援寄附金（ふるさと納税）

サッカーパークあかんま

AIカメラを活用したスポーツDX

スポーツDXで環境充実
試合や練習を映像化

アルバイト受入れ先例:農家

tel:0980-88-6666
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